
多目的アンギオ室に機動性と汎用性を兼ね備えた
Artis oneを導入

2019年9月末　足利赤十字病院（栃木県足利市）にArtis oneが導入設置されました。
設置された製品は、Siemens Healthineersの工場出荷500台目の装置になり、今回はこれを記念しArtis oneの導入背景や運
用方法等について、久保田 健夫技師長にお話をおうかがいしました。

初めに、ご施設のアンギオ装置（DSA装置）運用の推移をお聞かせ

ください

古い話ですが、1984年頃シーメンス

社のデジトロン付きアンギオ装置

を導入し、心臓用と血管用（頭部用、

腹部用）として1台で運用していま

した。この装置はシネカメラなどの

機能を中心に備えており主に心臓

用として使用されていました。その

うち、全体の検査件数が増加すると

ともに血管用を多目的（頭部腹部）

に広く使えるよう、新棟増築のタイ

ミングで汎用装置として1996年にSiemens Healthineersのマル

チスターを追加しました。この流れから現在の心臓用の検査室と

頭部腹部用検査室の基本的な運用ベースが固まりました。

その後も数々のSiemens Healthineers装置をお使いいただいて

います

心臓検査室はデジトロンの後、1996年の移転時にバイプレーン

装置BICOR TOPを導入しました。その後2006年にAXIOM Artis 

dFC、2013年には現在使用中のArtis zee FCに順次更新しました。

一方、多目的検査室のほうは、マルチスターの後に2007年に

AXIOM Artis dBAへ更新し、そして2019年にArtis oneを導入しま

した。この間、2011年には主に放射線科による腹部検査を想定し

た検査室を追加し、多軸方式のArtis zeegoを導入しました。さら

に、2012には手術室にハイブリッドOR：Artis Q TA＋Maquet社（現

ゲティンゲ社）ORテーブルを導入し、血管外科、脳神経外科のほ

か多目的に使用しています。

心臓用としてバイプレーンではなく床置シングルを選択されてき

た理由は何でしょうか

当院は心臓のアブレーションをやらないので、必ずしも心臓検査

治療でバイプレーン装置は必要としていません。むしろ救急への

対応を考えるとバイプレーンよりは機動性の高いシングルプレー

ンのほうが取り回しや運用の点で有利だという施設としての方針

を持っています。検査ごとにセットアップして予定検査を実施する

というよりは、次々と依頼される検査治療への対応を連続的にス

ピーディーに進めています。ただ、脳神経外科としてはバイプレー

ンを希望していましたので、2007年の更新ではその治療方針を

考慮し多目的用にバイプレーン装置を導入しました。

その多目的バイプレーン検査室が今回は床置シングルに変わりま

した

多目的の部屋は頭部・腹部のほか、心臓のバックアップとして使用

する目的で運用しています。しかし、さきほど申し上げたように心

臓では必ずしもバイプレーンを必要としていません。また、バイプ

レーンを重視していた脳神経外科ですが、現在は脳血管内治療を

全身麻酔下で行なっていますので、環境が整っているハイブリッ

ドORで行っています。これはバイプレーンではなく天井懸垂のシ

ングル装置ですが、高速に正面側面を切り替えできますので十分

に使用できています。そして腹部検査は主に多軸型のArtis zeego

が使用されています。これらの理由から多目的の部屋では、バイ

プレーンではなくシングル装置にしようということになりました。

床置シングルへのご更新にあたり、どのような視点で各製品をご

検討されましたか

画質や基本性能はもちろんのことですが、それ以上に多目的にか

つ救急用途にも使用でき、必要に応じて頭部・腹部・心臓またそれ

以外の四肢を含めた多様なインターベンションを高いレベルで使

用できることを重視しました。また、部屋に十分な広さがなく、以

前のバイプレーン時にワークスペース面で課題をかかえていまし

たので、装置がコンパクトでスタッフのための十分な作業スペー

スや動線を確保できることを念頭に装置の選定を進めました。さ

らに、もう一つ重要なことが操作性です。当院は地域の拠点病院

として救急への対応を重視した機器配置やスタッフ配置が行われ

ています。技師全員がすべてのアンギオ装置を迅速に操作できる

ことが求められます。当直の際にはひとりで対応しなければなり

ません。現代の血管撮影は既に検査診断ではなく治療装置として

の役割を担っていますので、患者の予後に直結すると言っても過

言ではないと考えています。ですから、医師の動きに合わせて待っ

たなしで操作をすすめていかなければなりません。

最終的にArtis oneを選ばれた理由をお聞かせください

以上の観点でいろいろな装置を検討した結果、最終的にはArtis 

oneに決定しました。画質面や基本性能面では、これまでに多様

なSiemens Healthineersのアンギオ装置を使用してきたので、不

安はありませんでした。むしろ従来の大型でも小型でもない30cm

クラスという中型の視野サイズが心臓だけでなく多目的に全身に

久保田 健夫 技師長

使用できると考えました。また今まで

の装置と異なりアームの柔軟性が上

がっており、床置なのですが体幹部や

下肢などより広い範囲を撮影するのに

適しています。装置本体もとてもコン

パクトになりましたので、術者やスタッ

フのためのワークスペースも向上して

います。装置本体は小さければ小さい

ほど良いと常々考えています。

コンパクトで多目的に使用できる点を

ご評価いただいたわけですね

そうですね。もう1つ重要なポイントがあ

りました。それは統一された操作性です。

これは当院がSiemens Healthineersの

アンギオ装置が多いという事情もあり

ます。診断目的のCTやMRIであれば

操作で少々迷うことがあっても検査は

行えますが、治療目的で使用されるアンギオ装置では操作面での

迷いや遅れは致命的であり、たとえ当直技師がひとりの状態であっ

ても許されません。救急で運ばれてくる患者さんの命に関わる場

合もあるかもしれません。したがって、どのスタッフでも、どのよう

な時間帯でも、迅速な操作環境を整えられるよう、治療目的のア

ンギオ室は同一操作方法の装置で統一しておくのが良いと考えて

います。

実際にArtis one を使用されたご感想をお聞かせください

まず、とても画質が良くなった印象を受けました。心臓専用の

Artis zee FCは2013年導入であり、6年しか経っていませんが、そ

れと比較してもだいぶ良い画質だと思います。どちらも同じ床置

のシングルプレーン装置ですが、よりコンパクトになって画質も良

くなった新装置をみていると、ダウンサイジング技術やデジタル画

像処理技術が今でもまだまだ進化しているのだなと感心させられ

ます。またワークスペースや動線も広くとれるようになりました。

Artis one はどのようなご施設での運用に適しているとお考えですか

私たちの施設のように、心臓、頭部、腹部の各領域専用の検査室

があり、加えてバックアップ用の多目的装置として導入する場合に

とても適した装置だと思います。地域における拠点施設としては、

患者の集中、検査時間の延長、機械の故障など、メインの装置が

使用できない場合でも、緊急の検査依頼に対して柔軟に対応でき

る装置とスタッフを準備しておく必要があります。Artis oneが1台

あれば多目的使用ができ一定レベル以上の検査環境を提供でき

ます。もうひとつのパターンは施設にアンギオ装置が1台だけとい

う比較的小規模な病院の例です。設備面から床置シングルプレー

ン装置が多いと思いますが、いろいろな領域や用途に幅広く使用

できるArtis one はコストパフォーマンスに優れた選択の1つだと

思います。

Siemens Healthineersに対するご意見やご要望をお聞かせください

まだ使い始めたばかりですので、これから調整や設定などの課題

が出てくると思います。より良い検査環境を構築できるよう、当部

門の担当スタッフと連携していただき、引き続きメーカーとしてサ

ポートの協力をお願いしたいと思います。

足利赤十字病院
所在地：栃木県足利市五十部町284番地1 

お話をおうかがいした先生
放射線部　放射線技師長　久保田健夫  先生

主なご導入装置：
Artis one

Artis zee FC

Artis zeego

Artis Q TA

MAGNETOM Verio

MAGNETOM Avanto

Symbia S×2台
　　　　　　　   他
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2019年10月より稼働開始したArtis one。工場出荷500台目の記念装置。


